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１．はじめに

　敬語の説明では、「仕手」、「受け手」という言葉が
よく使われる。

　（１）　校長先生がお話しになります。
　（２）　お客様を、お見送りしましょう。

（１）では、話すという行為の仕手である「校長先生」
を高めるために、「お話になる」という尊敬語が使われ
ており、（２）では、見送るという行為の受け手である

「お客様」を高めるために、「お見送りする」という謙
譲語が使われている、という具合にである。本稿は、
敬語の説明において「仕手」、「受け手」のような意味
的な概念は使うべきではないことを論じていく。

２．本稿における敬語の捉え方

　本稿は、（３）の図に基づき、敬語を（４）～（７）
のように規定しておく（本稿では、「先生のお名前」
のような名詞の敬語は扱わない）。

　（３）

　（４）尊敬語
　　主語を高める。
　（５）謙譲語Ⅰ
　　補語と比べることによって相対的に主語を低め、

補語を高める。
　（６）謙譲語Ⅱ
　　絶対的に主語を低め、聞き手への丁重さを表す。
　（７）丁寧語
　　聞き手への丁寧さを表す。

誰に対する敬語かという観点で整理すると、次のよう
になる。

　主語への敬語　　　尊敬語
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　補語への敬語　　　謙譲語Ⅰ
　聞き手への敬語　　謙譲語Ⅱ、丁寧語

　（８）～（10）の適格性・不適格性は、次のように
説明される（「＊」は不適格であることを表す）。

　【隣の山田さんに対して】
　（８）＊妻が母をご案内になりました。
　（９）＊妻が母をご案内しました。
　（10）　妻が母を案内いたしました。

尊敬語（「ご案内になる」）を用いた（８）は、身内で
ある主語（「妻」）を高めており、不適格である。謙譲
語Ⅰ（「ご案内する」）を用いた（９）は、身内である
補語（「母」）を高めており、不適格である。不適格な

（８）、（９）に対して、謙譲語Ⅱ（「案内いたす」）を
用いた（10）は、身内である主語（「妻」）を絶対的に
低め、聞き手（「隣の山田さん」）への丁重さを表して
おり、適格である。

３．仕手と主語

　尊敬語の規定として、（ａ）、（ｂ）どちらが妥当か
検討してみよう（以下、（ⅰ）「先生」は高めるべき
人物であるが、「権太」は高めてはならない人物であ
る、（ⅱ）殴るという行為の倫理性については問題に
しない、という前提で議論を進めていくことにする）。

　（ａ）仕手を高める。
　（ｂ）主語を高める。（本稿の規定）

　（11）の述語（「殴った」）を尊敬語に変えたら、
（12）になる。

　（11）　先生が権太を殴った。
　（12）　先生が権太をお殴りになった。

（12）は適格であるが、（12）の適格性は、（ａ）、（ｂ）
どちらも予測するところである。（ａ）は、高めるべ
き仕手（「先生」）を高めているため、適格になると予
測し、（ｂ）は、高めるべき主語（「先生」）を高めて
いるため、適格になると予測する。

　（13）の述語（「殴った」）を尊敬語に変えたら、
（14）になる。

　（13）　権太が先生を殴った。
　（14）＊権太が先生をお殴りになった。

（14）は不適格であるが、（14）の不適格性は、（ａ）、
（ｂ）どちらも予測するところである。（ａ）は、高め
てはならない仕手（「権太」）を高めているため、不適
格になると予測し、（ｂ）は、高めてはならない主語

（「権太」）を高めているため、不適格になると予測す
る。
　（15）の述語（「殴られた」）を尊敬語に変えたら、

（16）になる（（15）、（16）において、「権太」はパン
チを出す仕手であり、「先生」はパンチを受ける受け
手である）。

　（15）　先生が権太に殴られた。
　（16）　先生が権太にお殴られになった。

（16）は適格であるが、（16）の適格性を（ａ）は正
しく予測できない。（ａ）は、高めてはならない仕手

（「権太」）を高めているため、（16）は不適格になる
と、誤った予測をしてしまう。一方、高めるべき主語

（「先生」）を高めているため、適格になると、（ｂ）は
（16）の適格性を正しく予測できる。
　（17）の述語（「殴られた」）を尊敬語に変えたら、

（18）になる（（17）、（18）において、「先生」はパン
チを出す仕手であり、「権太」はパンチを受ける受け
手である）。

　（17）　権太が先生に殴られた。
　（18）＊権太が先生にお殴られになった。

（18）は不適格であるが、（18）の不適格性を（ａ）は
正しく予測できない。（ａ）は、高めるべき仕手（「先
生」）を高めているため、（18）は適格になると、誤っ
た予測をしてしまう。一方、高めてはならない主語

（「権太」）を高めているため、不適格になると、（ｂ）
は（18）の不適格性を正しく予測できる。
　ここまでを整理すると、次のようになる。
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　（ａ）仕手を高める。
　　（12）を適格と正しく予測。
　　（14）を不適格と正しく予測。
　　（16）を不適格と誤って予測。
　　（18）を適格と誤って予測。

　（ｂ）主語を高める。（本稿の規定）
　　（12）を適格と正しく予測。
　　（14）を不適格と正しく予測。
　　（16）を適格と正しく予測。
　　（18）を不適格と正しく予測。

誤った予測をしない規定（適格なものは適格と正しく
予測し、不適格なものは不適格と正しく予測する規
定）の方が優れていることは言うまでもない。１．で
触れたような（ａ）に基づく説明（「話すという行為
の仕手である「校長先生」を高めるために、「お話に
なる」という尊敬語が使われ……」）はするべきでは
ない。

　（19）　校長先生がお話しになります。（＝（１））

（ｂ）に基づいて、主語の「校長先生」を高めるため
に、「お話になる」という尊敬語が使われている、と
説明するべきである。

４．『敬語の指針』の〈向かう先〉

　平成19年の文化審議会答申である『敬語の指針』
は、〈向かう先〉という言葉を使って謙譲語Ⅰを規定
している（〈向かう先〉は、謙譲語の説明でよく使わ
れる「受け手」にほぼ対応するものと思われる）。

　（20）自分側から相手側又は第三者に向かう行為・
ものごとなどについて、その向かう先の人物を
立てて述べるもの。（P15）

〈向かう先〉について、『敬語の指針』は、（21）のよ
うに述べている。

　（21）……、「先生からお借りする」の場合は、「先
生」は、物の移動の向きについて見れば〈向か

う先〉ではなく、むしろ「出どころ」である
が、「借りる」側からは、「先生」が〈向かう
先〉だと見ることができる。「先生からいただ
く」「先生に指導していただく」の場合の「先
生」も、「物」や「指導する」という行為につ
いて見れば、「出どころ」や「行為者」ではあ
るが、「もらう」「指導を受ける」という側から
見れば、その〈向かう先〉である。� （Ｐ16）

かなり無理をしている説明だと言わざるを得ない。
（22）において、Ｂを【向かう先】、Ａを【出どころ】
とするのが、一般的な言葉の使い方だろう（『敬語の
指針』の〈向かう先〉と区別するために、【向かう先】
と表すことにする）。

　（22）　　本
　　　Ａ　→　Ｂ

　謙譲語Ⅰ（「お貸しする」、「お借りする」）が使われ
ている（23）、（24）がどのように説明されるか考えて
みよう。

　（23）　その本は、　先生に　　お貸しした。
　　　　　　　　　 〈向かう先〉
　　　　　　　　　 【向かう先】
　　　　　　　　　　　補語

　（24）　その本は、　先生に　　お借りした。
　　　　　　　　　 〈向かう先〉
　　　　　　　　　 【出どころ】
　　　　　　　　　　　補語

（23）では、〈向かう先〉である（一般的な言葉の使
い方でも【向かう先】である）「先生」を立てるため
に、（24）では、〈向かう先〉である（一般的な言葉の
使い方では【出どころ】である）「先生」を立てるた
めに、謙譲語Ⅰが使われている、と『敬語の指針』は
説明するだろう。本稿は、尊敬語の説明で「仕手」の
ような意味的な概念を用いなかったように、謙譲語
の説明でも〈向かう先〉、【向かう先】、【出どころ】の
ような意味的な概念を用いない。（23）、（24）では、
高めるべき補語（「先生」）を高めるために、謙譲語Ⅰ
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が使われている、と本稿は説明する（（23）、（24）ど
ちらも、補語の「先生」がニ格で標示されているが、
補語は、共起する述語との意味関係によって、（23）
のように【向かう先】になることも、（24）のように

【出どころ】になることもある）。本稿の説明の方がシ
ンプルで無理がないだろう。

５．おわりに

　本稿は、敬語の説明において「仕手」、「受け手」
（『敬語の指針』の〈向かう先〉）のような意味的な概
念は使うべきではないことを論じてきた。主語や補語
を使った方が無理なく説明できる（（３）を（25）と
して再掲）。

　（25）
　　主語への敬語　　　尊敬語

　　補語への敬語　　　謙譲語Ⅰ
　　聞き手への敬語　　謙譲語Ⅱ、丁寧語

　敬語の説明において注意すべき言葉は実は他にもあ
る。光村図書の国語の教科書（小学校５年、平成27年

度版）は、「ていねい語」を（26）のように説明して
いる。

　（26）あまり親しくない人や大勢の人に対して話し
たり書いたりするときは、「です」「ます」や、

「ございます」などの言葉を使います。これら
を、「ていねい語」といいます。相手（聞き手
や読み手）に対する敬意を表します。� （Ｐ68）

括弧付きで「聞き手や読み手」であることは示されて
いるが、「相手」という言葉も使わない方がよい。

　【鈴木先生に対して】
　（27）　私が鈴木先生にご説明します。

（27）では、丁寧語（「ます」）、謙譲語Ⅰ（「ご説明す
る」）が使われている。どちらも、「鈴木先生」への敬
語であるが、「ます」は聞き手としての「鈴木先生」
に対して使われており、「ご説明する」は補語として
の「鈴木先生」に対して使われている。聞き手と補語
は、明確に区別しなければならないが、「相手」とい
う言葉を使った説明では、説明された側が聞き手と補
語を混同してしまう可能性がある。話し手（「私」）か
ら見れば聞き手（「鈴木先生」）は話す相手であり、主
語（「私」）から見れば補語（「鈴木先生」）は説明する
相手だからである。（25）において話し手の他に３名

の人物（   ）がいるが、この３名の人物を明確に区別
できる言葉を用いて敬語は説明しなければならない。

� （こばやし　ひでき）


